
教授会議事要旨

日 時  令和５年５月１７日（水） １３：３０～１５：１５

場 所 講堂とZoom のハイブリッド方式 

兵藤、安田、木村、道田、高薮、小島、永田、佐藤（正）、河村、山崎、羽角、佐藤（克）、

青山、沖野、横山、井上（広）、齊藤、阿部、渡部、今須、小畑、濵﨑、牧野、小川、

鈴木、森田、原田、北川、藤井、芦、藤尾、伊賀、平松、朴、小松、狩野、岡（英）、

伊藤（幸）、田中、福田、黒田、吉澤、新里、西部、坂本、吉森、岩田、乙坂、神田、

白井、峰岸、井上（潤）、早川、今田、平林

 以上５６名

オブザーバー：宮島、髙木（俊）、渡邊、亀尾

事務部：門馬、伊藤、近藤、中村

【資料一覧】

（資料１）教育研究評議会（４月１８日） 

（資料２）研究科長・学部長・研究所長合同会議（４月２５日、５月９日） 

（資料３）評価委員会（４月２５日） 

（資料４）未来社会協創推進本部（４月２５日） 

（資料５）新しい大学モデル構想会議（４月２５日） 

（資料６）予算委員会（４月２５日） 

（資料７）気候と社会連携研究機構 地球環境データコモンズの追加 

（資料８）令和５年度運営費ＲＡの募集について   

（資料９）研究実習生の受入について 

（資料１０）内田海洋学術基金 特定共同研究員の受入期間変更 

（資料１１）外部資金の受入について 

（資料１２）大気海洋研究所新型コロナウイルス感染対策に関わる活動制限の解除 

（資料１３）科学研究行動規範委員会に置かれる通報窓口 

（資料１４）教員のサバティカル研修 

（資料１５）令和５年度所内各種委員会名簿 

（資料１６）令和４年度 RA報告書 

（資料１７）The 2023 University Allied Workshop on Changing Climateの開催について 

（資料１８）金沢大学環日本海域環境研究センターとの連携 

（資料１９）日本地球惑星科学連合 JPGU2023ブース展示@幕張 

（資料２０）新青丸 KS-23-12次研究航海 

（資料２１）よこすか YK23-10S次研究航海 

 議事に先立ち所長から、４月１日付で昇任された海洋生物資源部門・地域連携研究部門 北川貴士兼務

教授と、４月１日付で採用された海洋物理学部門 大野知紀助教の紹介があり、本人たちから挨拶があっ

た。 

 所長から、外国人招へい研究者として大海研に滞在している HUANG Xianglei 教授（Professor, 

Department of Climate and Space Sciences and Engineering, the University of Michigan at Ann 

Arbor）と ROSENTHAL Yair教授(Distinguished Professor, Department of Marine and Coastal Science, 

Rutgers the State University of New Jersey)の紹介があり、本人から挨拶があった。 



                                  

１． ４月１９日（水）開催の教授会議事要旨（案）は承認された。 
 
２．報告事項 
（１）所長から資料１に基づき教育研究評議会（４月１８日）について報告があった。 
 
（２）所長から資料２に基づき研究科長・学部長・研究所長合同会議（４月２５日、５月９日）につい 

て報告があった。 

 
（３）所長から資料３に基づき評価委員会（４月２５日）について報告があった。 
 
（４）所長から資料４に基づき未来社会協創推進本部（４月２５日）について報告があった。 
 
（５）所長から資料５に基づき新しい大学モデル構想会議（４月２５日）について報告があった。 

 
（６）所長から資料６に基づき予算委員会（４月２５日）について報告があった。 

 
（７）小畑教授から資料８に基づき令和５年度運営費RAの募集について報告があった。 

 
（８）佐藤正樹教授および横山教授から資料９に基づき研究実習生の受入について報告があった。 

 

（９）安田教授から資料１０に基づき内田海洋学術基金 特定共同研究員の受入期間変更について報告   

   があった。 

 
（10）所長から資料１１に基づき外部資金の受入について報告があった。 

 
（11）その他 
  １）所長から概算要求ヒアリングついて報告があった。 

 

３．審議事項 
（１）渡部教授から資料７に基づき気候と社会連携研究機構 地球環境データコモンズの追加について 

説明があり、審議の結果、承認された。 
 

（２）令和５年度学術研究船運航計画（案）について 
・乙坂准教授から資料２０に基づき新青丸KS－２３－１２次研究航海について説明があり、審議 
 の結果、承認された。 

  ・山口准教授から資料２１に基づきよこすかYK－２３－１０S 次研究航海について説明があり、 

審議の結果、承認された。 

   
４．その他 
（１）所長から資料１２に基づき大気海洋研究所新型コロナウイルス感染対策に関わる活動制限の解除 

について説明があった。 
 
（２）所長から資料１３に基づき科学研究行動規範委員会に置かれる通報窓口について説明があった。 
 
（３）所長から資料１４に基づき教員のサバティカル研修について説明があった。 
 

（４）所長から資料１５に基づき令和５年度所内各種委員会名簿について説明があった。 
 



                                  

（５）所長から資料１６に基づき令和４年度 RA報告書について説明があった。 

 

（６）小川教授から乗船時における新型コロナウイルス各種対応の見直しについて説明があった。 

 

（７）佐藤正樹教授から資料１７に基づき The 2023 University Allied Workshop on Changing Climate 

の開催について説明があった。 

 

（８）所長から資料１８に基づき金沢大学環日本海域環境研究センターとの連携について説明があった。 

 

（９）黒田准教授から柏サイエンスキャンプ KSC2023 の「大気と海洋」コース募集について説明があっ 

た。 

 

（１０）黒田准教授から資料１９に基づき日本地球惑星科学連合 JPGU2023ブース展示@幕張について説 

明があった。 

 

（１１）その他 

 

事前登録されていた議題の他に、以下について報告があった。 

 ・乙坂准教授から進学ガイダンス（4/29）について報告があった。 

 

 
・次回定例教授会開催日【令和５年６月２１日（水）１３：３０～】 


